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津軽森林管理署金木支署

青森県北津軽郡中泊町における「ナラ枯れ」被害木の確認について

林野庁東北森林管理局津軽森林管理署金木支署管内の国有林において、「ナ

ラ枯れ」被害を確認しましたので、別紙のとおりお知らせします。

【問い合わせ先】

林野庁東北森林管理局

津軽森林管理署金木支署

総括森林整備官 阿部

青森県五所川原市金木町芦野200-498

TEL：0173-53-3115

FAX：0173-53-3197

林 野 庁



（別紙）

青森県北津軽郡中泊町における「ナラ枯れ」被害木の確認について

【要旨】

津軽森林管理署金木支署管内の青森県北津軽郡中泊町小泊字南小泊山国有林におい

て、47本のナラ枯れ被害木を確認しました。中泊町では、初めて確認された被害となり

ます。

この被害木については、津軽森林管理署金木支署が伐倒駆除を行うとともに、今後、

周辺地域の監視を強化していきます。

１ 確認の経緯等

（１）令和２年９月16日、当支署職員が林野巡視の際、国道339号線沿いの南小泊山国有

林に赤褐色となったナラ立枯木を発見しました。

翌日、現地調査を行ったところ、47本のナラ立枯木を確認しました。

（２）令和２年11月25日、立枯木から材片を採取し国立研究開発法人森林研究・整備機構

森林総合研究所へ分析を依頼した結果、材片からナラ枯れの原因であるナラ菌とナラ

菌を媒介するカシノナガキクイムシが検出されました。

（３）今回確認したナラ枯れ被害木は、令和２年10月に五所川原市磯松地区の民有林で確

認されたナラ枯れ被害箇所から約7.5km北方に位置しています。

（４）ナラ枯れ被害木については、津軽森林管理署金木支署において伐倒し、くん蒸処理

を行い、被害木の中に生息するカシノナガキクイムシを駆除しました。

２ 今後の対応

職員による周辺地域の巡視を強化し、状況把握に努めるとともに、得られた情報は、

青森県及び中泊町並びに周辺市町と共有し、監視体制の強化を図ることとしています。

今回確認された「ナラ枯れ」被害位置図

【写真】林野巡視時に発見した立枯木の状況

問い合わせ先：林野庁 東北森林管理局

津軽森林管理署金木支署

総括森林整備官 阿部

Tel：0173-53-3115

Fax：0173-53-3197

国有林被害箇所

（中泊町字南小泊国有林）

民有林被害箇所

（五所川原市磯松地区）


